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行
公
鞭
佐
行
1
刷
印

襲
代
繍
長
璽
月
印
代

　
松
　
　
　
毎
　
松

　
　
　
館

全
村
民
の
総
意
を
生
か
し
て
！

　
　
　
明
る
い
實
せ
ん
味
の
あ
る
館
と
し
れ
い
！
、

囹
本
年
度
の
公
民
館
委
員
と

　
　
　
　
　
　
　
役
員
き
奮
る
！

昨
年
は
誕
生
間
も
な
い
こ
と
、
て
本
館
の
充
実
に
又
公
民
館
の
普
及
啓
蒙

に
重
点
を
指
向
し
て
き
乖
が
本
年
度
は
更
に
一
層
そ
の
強
化
刷
新
を
周
ウ

地
方
自
治
の
精
紳
に
則
り
村
の
矯
ろ
く
の
施
設
を
綜
合
し
て
、
生
活
の

改
善
に
努
め
る
外
、
娯
樂
に
蓮
動
に
新
し
い
郷
土
。
文
化
農
村
の
建
設
を

期
す
と
、
も
に
規
約
に
則
り
本
年
度
の
役
員
の
改
選
を
行
い
」
更
に
五
月

十
二
日
委
員
会
並
に
役
員
会
共
に
開
催
し
本
年
度
の
事
業
計
画
を
立
案
な

し
た
。
術
之
が
同
会
に
お
い
て
は
活
動
実
践
に
当
り
特
に
青
年
の
カ
が
主

動
力
ご
な
り
村
一
般
の
協
力
を
要
望
す
る
旨
懇
請
せ
ザ
。

術
委
員
並
役
員
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り
で
あ
る

館
　
長
佐

公
民
館
委
員
は

村
議
会
議
員
　
三

光
風
婦
人
会
　
二

学
　
．
　
校
　
一

学
識
経
験
者
　
二

藤
　
　
秀
　
　
雄

青
年
連
盟
　
一
．

役
　
　
場
　
一

．
と
な
つ
て
お
り

乏
の
氏
名
は
左
の
通
り
で
あ
る

關
谷
政
一
郎

相
澤
新
一
郎

山
賀
　
市
三
郎

、
萬
羽
■
卓
　
司

宮
澤
　
レ
　
イ

役
員
は

農
協
組
合
　
　
一

地
元
青
年
蓮
盟
二

松
代
村
商
業
組
合

松
代
村
体
育
團

p
T
A
　
　
　
二

部
落
農
家
組
合
二

、
そ
の
氏
名
は

關
谷

關
谷

、
關
谷

柳佐
野

’
樋
口

鈴
木

鈴
木

健周辰長寅トヨ正
　　治
吉李郎李一ノキ好

志市柳柳富
賀川　　澤

ター貞幡恭

二郎輸藏松

村
青
年
蓮
盟
二

光
風
婦
人
会
一

　
一

　
一署

療
團
　
　
一

一
般
者
　
　
三

若
月
佐
治
郎

市
川
　
一
　
郎

婦
人
会
長

關關市樋市
谷谷川口川

友徳政救明
一一太
郎郎郎榮治

．
「
註
」
本
委
員
、
役
員
は
、
集
会
を
考

　
　
慮
し
本
館
の
最
寄
を
主
と
し
て

　
　
決
定
し
た
．

．
O

L頁
　㌣脚
凄し苧

五糊
月月

本
年
度
公
民
館

　
　
事
業
の
計
書

村
自
治
座
談
会

憲
法
発
布
糺
念
講
演
会

農
作
物
病
虫
害
講
話
会

苗
代
に
つ
い
て
の
講
習
会

　
五
月
下
旬
か
六
月
上
旬

こ
ど
も
の
日
の
催
し

婦
人
主
体
農
村
衛
生
の
話

野
球
試
合
大
会

村
台
撫
座
諮
会

六
月
　
村
自
治
座
談
会

　
　
　
（
田
植
期
）

七
月
　
村
自
治
振
興
指
導
講
習
会

　
　
　
讃
書
の
会

　
　
人
工
授
精
に
つ
い
部
落
巡
廻

　
　
指
導
（
八
月
も
実
施
）

　
　
　
婦
人
講
座

　
　
（
姓
産
婦
衛
生
の
智
識
）

　
　
木
琴
演
奏
会
（
？
T
A
Y
共
に
』

　
　
　
　
（
教
授
李
岡
養
一
氏
）

八
月
　
柳
澤
讐
博
士
の
結
核
の
詣
・

　
　
　
（
学
校
共
催
）

　
　
産
業
夏
期
大
学

　
，
（
婦
人
講
座
）
料
理
講
習

　
　
（
十
日
町
西
潟
榮
養
士
依
頼
）

　
　
　
バ
レ
ー
大
会

　
　
早
起
の
会
（
学
校
共
催
）

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

九
月
　
農
産
加
工
講
習
會

　
　
　
村
自
治
座
談
會

十
月
　
讃
書
週
間
の
実
施

　
　
　
下
旬
よ
り
十
四
日
の
間

　
　
　
（
稻
刈
期
）

十
一
月

　
　
接
木
，
し
い
た
け
の
栽
培
に

　
　
つ
い
て

　
　
村
野
球
試
合
大
會

　
　
遺
族
追
悼
會

（
八
月
に
攣
更
す
る
か
も
知
れ
す
〉

十
二
月
　
婦
人
青
年
講
座

一
月
成
人
の
a
の
催
會
．

二
月
、
の
ど
自
慢
と
か
く
し
藝
大

　
　
　
會

三
月
　
村
自
治
座
談
會

　
・
右
は
公
民
館
主
催
の
み
で
な

　
　
く
各
種
團
体
と
共
催
の
一
部

　
　
の
行
事
も
含
め
あ
り
荷
各
種

　
　
團
体
と
共
催
の
も
の
も
多
数

　
　
あ
る
も
紙
面
の
都
合
で
署
す
．

ー
術
毎
月
行
事
と
む
て

　
6
村
史
薦
纂
委
員
會
・

　
⇔
新
聞
発
行

　
筒
村
自
治
座
談
會
－

圃
自
由
経
濟
の
・
み
し
お
．
ご
・
近
し
”

　
　
O
宜
傳
に
勝
つ
も
の
は
時
代
の
勝
利
者
で
あ
る
！

　
　
健
全
な
る
商
道
、
確
実
な
る
商
品
、
そ
し
て
宣
傳

　
臼
宣
傳
渠
く
し
て
発
展
な
し
、
今
年
度
よ
り
村
独
立
税
（
法
定
）
と
し
て

　
　
廣
告
税
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
廣
告
税
と
は
ゼ
ん
な
も
の
か
、

　
　
そ
の
税
額
は
現
在
の
物
領
か
ら
見
れ
ば
極
僅
少
で
あ
る
。

　
　
僅
少
の
廣
告
税
で
最
大
の
利
盆
を
あ
げ
得
ら
れ
る
な
ら
ば
皆
さ
ん
幸

　
　
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
c

　
　
商
人
の
皆
穣
廣
告
税
の
内
客
を
知
つ
て
下
さ
い
。

’
監
ノ
、
≦
～
　
　

　
ノ
な
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
♪
…
〉
）
、
玉
’
～
、
多
、
ぐ
ー
セ
5
戸
’
、
ノ
ヘ
ノ
｛
’
｛
ノ
♪
タ
…
シ
≧
’
タ
ヌ
き
ミ
…

【
ホ
ス
タ
i
一
個
に
つ
き
五
圓
で
す
】

先
す
廣
告
税
は
次
の
よ
う
に
な
つ
て

い
ま
！
．
♂

◎
甲
種
の
廣
告

e
第
一
號
の
廣
告

　
料
金
の
百
分
の
三
十

　
自
動
車
そ
の
他
の
交
通
蓮
翰
機
關

　
又
に
交
通
蓮
輪
業
の
設
備
に
よ
る

　
廣
告

⇔
第
二
號
の
廣
告

　
料
金
の
百
分
の
三
十

　
電
柱
（
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含

　
め
る
）
又
は
電
氣
事
業
の
設
備
に

　
よ
る
廣
告

㊧
策
三
號
の
廣
告

　
．
料
金
の
百
分
の
三
十

　
入
場
雰
（
入
場
券
の
袋
を
含
酸
る
）

ヒ
乗
車
雰
、
・
諸
藝
の
番
附
そ
の
他
、

　
こ
れ
に
類
す
ξ
も
の
に
よ
る
廣
告

．
◎
乙
種
の
廣
告

e
・
第
一
號
の
廣
告

　
面
積
一
坪
以
下
の
も
の
一
個
に
つ

　
ぎ
金
十
円

　
面
積
一
坪
を
超
え
る
も
の
一
個
に

　
つ
き
金
二
十
円
で
あ
つ
て
立
看
板

　
掛
看
板
、
職
旗
叉
は
こ
れ
に
類
す

　
る
も
の
に
よ
る
廣
告

⇔
第
二
號
の
廣
告

　
一
個
に
つ
き
金
五
円

　
　
　
　
リ

　
ボ
ス
タ
ー
に
よ
る
廣
告

日
第
三
號
の
廣
告

　
　
　
　
　
　
　
　
し
へ

　
千
個
に
つ
ぎ
（
千
個
未
満
は
千
個
臼

　
ご
す
る
）
金
百
円

　
チ
ラ
シ
、
カ
ン
ン
ダ
ー
、
商
品
目

　
録
、
案
内
表
、
給
葉
書
又
は
、
こ
れ

　
ら
に
類
す
る
も
の
に
よ
る
廣
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
蔑

麹
ー
6
♂
町
，
ド
｛
嚢
．
㌧
，

　
　
よ
い
道
ば
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛

蝿
灘
映
寓
會
思
、
．

安
塚
土
木
出
張
所
で
は
道
路
復
興
愛

護
普
及
の
た
め
特
に
道
絡
復
興
に
つ

い
て
の
旧
般
よ
り
認
識
を
深
め
る
と

共
に
強
力
な
る
援
助
を
要
請
す
る
。

と
の
主
旨
か
ら
し
て
左
記
の
も
よ
話

し
を
行
ヲ
こ
乏
に
な
つ
た
。

．
日
時
、
　
五
月
二
十
六
日
，

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
半
ま
り

場
所
　
松
代
小
學
校

8
建
看
板
、
野
建
看
板
、
額
面
廣

　
告
板
、
引
幕
又
は
こ
れ
ら
に
類
す

　
る
も
の
に
よ
る
廣
告
で
あ
つ
て
二

　
の
廣
告
面
積
一
坪
（
一
坪
未
満
は

　
　
一
坪
と
す
る
）
に
つ
き
金
百
円

⇔
廣
告
塔
又
は
照
明
に
よ
る
廣
告

　
面
積
一
坪
に
つ
き
（
一
坪
未
満
は

　
　
一
、
坪
と
す
る
）
金
百
円

右
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
左
の
よ
う
な

蕩
合
は
廣
告
税
は
徴
税
し
な
い
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。

8
事
務
所
及
び
事
業
所
の
所
在
傷

　
所
に
お
い
て
そ
の
事
務
所
、
事
業

　
所
又
は
事
務
所
の
爲
に
す
る
乙
種

　
第
一
號
叉
は
丙
種
の
廣
告

⇔
法
令
に
よ
る
贋
告

目
公
の
選
墨
に
關
す
る
廣
告

．
⑳
学
校
教
育
法
に
よ
ξ
私
立
学
校

　
パ
私
立
，
の
各
種
学
校
を
含
む
）
の
な

　
・
す
廣
告

　
　
　
び

爾
政
治
の
關
す
る
結
吐
の
な
す
廣
告

爾
趾
會
事
業
の
た
め
に
な
す
廣
告
そ

　
φ
他
で
あ
つ
て
村
長
に
於
て
、
必

　
要
で
あ
る
と
認
め
た
廣
告

　
贋
告
を
な
そ
う
と
す
悉
場
合
は
そ

｝　
の
廣
告
の
月
の
前
日
ま
で
に
役
瘍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
税
務
係
ま
で
必
す
申
出
で
下
さ
い

　
　
ロ

　
群
細
に
つ
い
て
は
役
場
へ
お
出
で

　
下
さ
れ
ば
何
時
に
て
も
御
説
明
申

　
上
げ
ま
す
。

◎
丙
種
の
廣
告
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
’
タ
L
聾
　
b
縫
！
β
4
レ
レ

　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
リ
モ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
ヨ

人
！
＼
の

　
　
　
／

　
　
F

護　
　
　
か
ら

二
十
の
巴
び
ら

も
よ
お
し
物

　
　
　
　
道
路
復
興
愛
護
の
映
篇
會

　
　
　
　
と
松
代
村
公
民
館
の
二
十

　
　
　
　
の
扉

　
荷
二
十
の
扉
の
問
題
を
癒
募
し
ま

す
か
ら
未
る
二
十
五
日
迄
に
公
民
館

係
ま
で
御
出
提
下
さ
い
。

q
』
　
』
　
閣
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弘
報
計
書
實
施
指
導
會
開
催
さ
る

　
　
　
○
報
奨
物
資
・
．
肥
料
も
潤
澤

　
　
　
○
今
後
の
超
供
も
三
倍
償
格
の
、
取
扱

　
　
　
O
税
の
滞
納
を
な
く
し
ま
し
よ
う

　
　
　
○
税
の
認
識
を
深
め
よ
！

本
月
五
日
本
郡
地
方
事
務
所
魂
濟
、

教
学
、
税
務
の
三
課
長
絡
務
課
伊
澤

，
税
務
課
志
賀
の
両
主
事
未
村
の
も
と

に
弘
報
計
画
実
施
指
導
の
座
談
會
が

開
催
せ
ら
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
各
行
政
磨
役
瘍
等
の
行
政

々
治
面
を
一
般
に
弘
く
こ
れ
を
報
告

す
る
と
共
に
地
方
行
政
地
方
政
治
に

封
し
一
般
の
認
識
を
深
め
而
し
て
こ

れ
等
に
封
し
協
力
を
求
め
る
に
あ
る

。
午
后
一
時
四
十
分
村
長
の
開
會
の

挨
拶
に
次
い
で
各
課
長
の
挨
拶
を
兼

ね
た
方
針
の
一
端
の
開
陳
が
あ
り
質
、

凝
慮
答
に
入
つ
た
が
第
一
回
の
も
よ

お
し
と
て
活
濃
の
質
問
の
奪
か
づ
た

こ
と
は
淋
し
か
つ
た
ρ

各
課
長
の
挨
拶
要
旨
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
．

◎
輕
濟
謀
長

　
各
位
の
日
常
の
生
活
に
地
方
行
政

　
々
治
面
の
反
映
し
な
い
も
の
は
な

　
い
の
で
あ
り
而
も
こ
れ
に
到
し
進

　
駐
軍
の
指
令
も
あ
つ
た
爲
．
～
の
座

　
談
會
を
も
よ
お
し
た
課
で
あ
る
か

　
ら
主
旨
を
御
諒
承
の
上
隔
意
の
な

　
じ
御
意
見
を
伺
い
た
い
。

　
昨
年
の
供
出
米
も
割
当
四
四
、
七

　
〇
二
石
に
封
し
各
位
の
多
大
の
協

　
力
に
よ
ゆ
五
二
、
O
O
O
石
の
供

　
出
敷
字
を
示
す
に
至
つ
た
。

　
邦
家
の
爲
誠
に
悦
ぶ
べ
き
こ
と
で

　
あ
る
。
こ
れ
等
に
封
し
て
御
約
束

　
の
報
奨
物
資
は
繊
維
製
晶
の
一
部

　
を
残
し
て
既
に
交
付
濟
み
で
あ
る

，
残
さ
れ
た
繊
維
品
噛
目
下
手
績
中

　
で
あ
り
近
く
解
決
す
る
も
の
と
考

　
え
て
い
る
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
尤

　
も
不
足
を
訴
え
ら
れ
る
毛
の
ば
繊
，

　
維
製
爺
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
品
不

　
足
の
爲
め
仲
々
思
う
機
に
差
上
げ

　
ら
れ
な
い
の
は
誠
に
遺
憾
で
あ
る

　
。
い
ま
し
ぱ
ら
く
の
御
辛
抱
願
い

　
た
い
。

　
配
給
殊
に
主
食
に
至
つ
て
は
先
様

　
よ
り
張
い
指
令
に
接
し
て
診
る
爲

　
嚴
正
に
や
る
積
り
で
あ
る
。

　
一
面
至
上
命
令
た
る
経
濟
九
原
則

　
　
　
　
　
　
　
む
ロ

　
に
も
則
ら
ね
ば
な
ら
ん
立
前
か
ら

　
本
年
度
は
一
部
保
有
農
家
に
剰
す

　
る
配
給
糧
は
昨
年
来
と
の
比
較
に

　
な
ら
ぬ
僅
少
な
も
の
で
一
般
受
配

　
者
よ
り
少
し
上
廻
る
程
度
で
あ
る

　
。
而
し
一
般
者
は
数
字
の
上
で
は
■

　
一
癒
二
合
七
勺
と
は
な
つ
て
い
る

が
縣
の
食
糧
郭
情
か
ら
し
て
実
配

給
は
二
合
五
勾
二
才
，
で
あ
胤
に
封

し
｝
部
保
有
農
家
は
三
合
一
匂
五
、

才
で
あ
る
か
ち
窮
屈
に
な
つ
π
と

は
云
い
乍
ら
【
部
農
家
ば
辛
抱
し

て
頂
ぐ
の
外
な
い
。

次
に
食
糧
生
産
の
面
で
あ
る
が
二
、

十
四
年
度
本
郡
の
生
産
割
当
は
、

　
一
二
一
、
O
O
O
石
と
な
つ
て
い
る

　
。
各
位
は
種
々
な
ξ
悪
條
件
も
あ
ろ

　
う
が
こ
の
割
當
生
産
は
何
ん
と
し
て

　
も
確
保
し
て
頂
か
ね
ぱ
奪
ら
ん
、

　
こ
の
生
産
を
下
廻
る
よ
う
な
事
態
に

な
る
と
結
果
は
完
全
農
家
の
保
有
量

　
に
手
を
付
け
る
と
云
う
状
態
と
奪
ろ

　
う
。
．
　
次
に
不
測
の
災
害
を
被
つ

　
た
場
合
は
從
未
は
一
活
何
琵
の
申
講

で
あ
つ
た
が
今
後
災
害
の
場
合
の
供

出
の
減
免
串
請
は
各
個
人
毎
に
す
る

こ
乏
K
な
つ
た
、
こ
れ
は
炎
害
を
蒙

づ
て
か
ち
十
日
以
内
に
そ
の
被
害
者

は
そ
の
被
害
面
．
積
、
作
物
名
、
被
害
．

の
程
度
、
種
別
を
な
る
べ
く
詳
に
記

し
て
付
長
に
生
産
補
正
の
申
請
を
す

・
る
と
云
う
の
で
あ
る
。

次
に
叉
肥
料
の
面
で
あ
る
が
生
産
量

は
戦
前
の
八
割
以
上
の
成
績
を
上
げ

る
に
至
つ
た
か
ら
役
蕩
、
農
協
と
相

携
え
て
配
給
す
れ
ば
さ
し
た
る
不
足
『

は
な
い
も
の
と
見
ぢ
れ
る
ゆ

二
三
年
産
米
の
供
出
は
こ
れ
か
ち
で

も
三
倍
債
額
で
扱
う
か
ら
磁
恨
流
し
等

に
苦
心
す
る
こ
と
な
く
供
出
し
て
ほ
．

し
い
、
但
む
今
後
の
も
の
に
劃
し
て

ぱ
報
奨
物
資
は
除
か
れ
る
。

◎
税
務
課
長

　
地
方
自
治
と
は
人
の
身
体
と
憂
る

　
と
こ
ろ
は
な
い
．
　
と
し
て
自
主
、

　
的
財
政
を
強
調
む
税
の
重
要
性
を
、

　
説
き
縣
の
財
政
は
税
収
入
が
六
割

　
三
分
を
〆
て
ゐ
る
が
こ
の
税
に
劃
、

　
す
る
今
昔
の
相
違
は
縣
民
の
納
め

　
－
る
税
金
は
縣
民
の
希
望
す
る
面
に

　
使
途
を
求
め
る
に
あ
る
と
し
國
と

　
地
方
財
政
と
の
相
違
点
即
ち
國
は

　
紙
幣
発
行
を
行
う
こ
ε
が
出
來
る
・

　
が
地
方
は
何
ん
と
し
て
も
税
収
入
・

　
に
侯
り
外
な
い
の
で
あ
つ
て
一
．
一
四

　
年
度
は
縣
独
立
税
は
瓢
民
税
の
四

　
百
五
十
円
か
七
百
円
に
」
地
租
が

　
二
倍
t
家
屋
税
が
二
倍
牛
に
引
上

　
げ
而
も
從
來
の
課
税
標
準
の
見
積

　
り
鳳
相
当
ゆ
嬉
り
が
あ
つ
た
と
う

　
か
穿
え
る
が
今
後
は
そ
う
し
た
見

　
方
を
改
め
嚴
正
に
見
積
る
こ
と
に

　
な
つ
て
ゐ
る
と
税
務
の
彊
化
と
こ

　
れ
に
劃
す
る
滞
納
防
止
策
を
強
調

　
税
に
劃
す
る
認
織
の
向
上
に
努
め

　
ら
れ
た
い
と
要
望
し
た
。

◎
伊
澤
主
事

　
地
方
自
治
制
度
と
は
國
の
監
督
権

　
が
大
巾
に
地
方
に
移
譲
せ
ら
れ
た

　
こ
と
が
第
一
、
行
政
事
務
が
こ
れ

　
叉
大
巾
に
地
方
移
譲
に
な
つ
た
の

　
が
第
二
、
地
方
住
民
が
行
政
政
治

　
を
自
ら
の
手
で
行
う
事
に
な
つ
た

　
点
が
第
三
で
あ
る
。
と
説
明
次
で
．

　
地
方
自
治
法
に
規
定
せ
ら
れ
て
あ

　
　
る
内
條
例
の
捌
定
改
慶
の
手
績
解

㎜一い一

　
職
、
解
任
の
要
領
行
政
監
査
の
手

　
績
き
等
の
請
求
椹
行
使
の
内
容
選
．

　
畢
管
理
委
員
會
盈
査
委
員
制
度
に

　
つ
い
て
の
説
明
の
後
防
火
宣
傳
に

　
入
り
火
災
の
原
因
を
調
査
す
る
仁

　
八
○
％
が
失
火
、
自
然
発
火
放
火

　
が
十
三
％
そ
の
他
が
原
因
不
明
，
．

　
昨
年
本
縣
の
火
災
は
百
七
十
件
こ

　
の
損
害
は
二
億
九
千
万
円
の
E
額

　
に
達
し
で
ゐ
る
等
の
統
計
を
示
し

　
引
績
い
て
自
分
が
嘗
て
警
察
官
当

　
を
示
し
て
説
明

◎
教
學
課
長

　
教
B
委
員
會
は
昨
年
十
『
月
．
一
日

　
新
発
足
し
た
の
で
あ
．
る
が
こ
の
制

　
疫
は
自
分
達
の
子
供
は
自
分
達
の

　
村
で
、
縣
の
子
供
は
そ
の
縣
内
に

　
於
て
絡
て
縣
の
力
で
勉
彊
が
受
け

　
ら
れ
る
様
に
す
る
に
あ
る
こ
と
、
』

縣
知
事
の
持
つ
た
教
育
行
政
が
ご

　
の
委
員
會
の
手
に
移
つ
だ
の
で
あ

　
時
取
扱
つ
た
と
云
う
火
災
の
実
例
｛

　
る
。
而
し
て
教
學
課
は
新
潟
縣
教

　
育
事
務
局
東
頸
城
郡
出
張
所
と
改

　
樗
さ
れ
る
に
至
つ
た
が
、
そ
の
仕

　
事
内
容
は
別
に
こ
れ
ご
云
う
程
の

　
攣
り
方
は
な
い
、
地
方
事
務
所
長

　
が
出
張
所
長
で
あ
る
等
を
説
明
。

　
引
績
い
て
本
郡
内
．
の
道
路
の
崩
歓

　
壊
の
現
況
と
渥
々
と
し
て
進
ま
な

　
い
復
奮
↓
事
の
既
況
に
封
し
如
何

　
に
見
童
が
通
學
に
困
難
を
未
む
て

　
い
る
か
を
こ
れ
を
憂
れ
い
、

　
こ
れ
が
急
速
な
る
復
奮
に
劃
し
協

　
力
を
要
望
す
る
所
が
あ
つ
た

午
後
四
時
終
了
後
ナ
ト
コ
映
寓
會
を

開
催
し
た
。

農
繁
期
の
一
日
で
は
あ
つ
た
が
得
る

庭
も
ス
大
で
あ
つ
た
乏
云
へ
よ
う
。

吹
期
座
談
會
は
日
時
末
決
定
で
あ
る

が
村
民
は
日
常
の
事
を
深
く
研
究
し

次
の
座
談
曾
に
は
一
人
で
も
多
く
出

席
す
る
と
共
に
活
濃
な
質
擬
癒
答
が

望
ま
し
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
，
，
…
ー
ー
｛
▲
璽
■
網
◆
憎
冒
覇
冒
壬
墨
墨
爾
◆
7

　
　
こ
ム
と
ウ
も
コ
　
ア
　
　
レ
ぎ
き
け

　
　
投
書
欄

　
　
　
　
　
　
　
X
7
f
・

　
　
　
　
　
人
を
所
ら
ば
穴
ニ
ッ

　
人
を
所
ら
ぱ
穴
二
つ
と
云
う
言
葉
が
あ
る
、
昔
の
語
り
傳
え
で
は
あ
る
が
自

　
分
の
意
志
に
反
も
た
へ
目
的
に
邪
魔
、
に
な
り
そ
う
な
八
、
又
は
目
の
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
こ
ぶ
と
な
る
檬
な
人
等
を
藁
人
形
を
作
ゆ
五
寸
釘
を
打
込
ん
で
こ
の
世
か
今

　
　
ナ

　
清
滅
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
紳
佛
に
所
つ
た
と
云
わ
れ
て
ゐ
る
。

　
そ
の
効
果
が
果
し
て
ど
れ
だ
け
あ
つ
た
か
は
知
6
由
も
な
い
が
あ
ま
う
氣
持

よ
い
も
の
で
は
な
い
。
　
又
そ
の
反
面
所
り
が
効
果
を
獺
、
わ
す
頃
に
な
る
と

　
藤
つ
た
人
も
又
た
お
れ
た
と
か
、
－
そ
れ
で
人
を
所
ら
ば
先
づ
穴
を
二
つ
堀
れ

　
一
つ
は
新
つ
た
人
を
入
れ
る
穴
、
一
つ
は
自
ら
が
入
る
穴
即
ち
標
題
の
由
つ

　
て
來
る
乏
こ
ろ
で
あ
る
。

　
仕
事
の
制
ら
鳳
内
は
言
葉
使
い
か
ぢ
改
め
て
仕
事
を
習
う
に
遠
慮
は
な
い
が

　
少
し
で
も
仕
事
が
判
つ
て
來
る
に
つ
れ
て
そ
ろ
く
指
導
者
が
邪
魔
に
な
り
，

　
出
す
、
こ
れ
は
日
本
人
の
み
か
諸
外
國
に
も
そ
砂
例
は
あ
る
で
あ
ら
う
か
？

　
中
華
民
國
が
過
去
何
百
年
も
内
乱
の
絶
え
闘
が
な
い
と
こ
ろ
か
ぢ
そ
の
源
は

　
ど
こ
に
あ
る
か
を
西
漱
の
あ
る
學
者
が
研
究
し
た
そ
う
だ
、
そ
れ
に
ま
る
ご

　
中
國
人
の
家
庭
敏
育
が
誤
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

．
中
國
は
一
夫
多
妻
を
何
ん
と
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
第
一
號
夫
人
は
第
二
、

　
第
三
夫
人
に
第
二
夫
人
は
第
一
第
三
夫
人
に
と
こ
れ
等
を
省
り
み
す
自
已
と

自
巳
の
周
園
の
環
境
の
安
全
を
圖
る
、
こ
れ
を
臼
常
見
智
つ
て
ゐ
る
子
供
は

深
ぐ
そ
の
氣
持
が
植
付
か
る
、
三
つ
子
の
根
性
百
迄
も
と
か
そ
の
子
供
は
大

人
に
な
つ
て
も
自
ら
が
苦
心
力
行
し
て
そ
の
氣
持
よ
り
他
人
を
お
と
し
入
れ

　
て
そ
の
椅
子
を
獲
得
す
る
こ
と
に
余
念
が
な
い
。
こ
れ
つ
ま
り
内
乱
の
源
ど

あ
ら
う
と
云
5
結
論
に
達
し
た
と
あ
る
。
、

今
國
内
津
々
浦
々
ま
で
行
政
整
理
の
大
嵐
が
吹
き
ま
く
ろ
う
と
し
で
い
る
ご

　
の
嵐
紅
乗
つ
て
．
か
乗
ら
な
い
で
少
意
外
の
荷
子
を
獲
禍
出
來
る
人
，
失
業
の

憂
き
目
に
泣
べ
人
こ
、
ぞ
ど
ぱ
か
り
人
の
足
セ
引
張
る
人
等
様
々
の
榛
想
を

『
皇
す
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
、
例
え
又
行
政
整
理
の
嵐
が
思
い
の
外
弱
、

　
い
と
い
つ
て
も
現
在
の
財
政
事
情
か
ら
し
て
自
治
制
度
の
強
化
よ
り
し
て
、

自
然
制
理
の
要
に
迫
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

過
ま
歎
年
澗
歎
十
年
間
力
行
し
た
人
を
椅
子
か
ら
故
な
く
た
、
き
落
す
如
く

　
暗
中
飛
躍
す
る
こ
と
こ
そ
地
方
制
度
の
破
壊
す
る
こ
と
も
甚
し
い
も
の
で
あ

　
る
。
そ
の
人
O
晴
中
飛
躍
が
い
か
に
巧
み
で
あ
ろ
う
ご
も
多
寛
が
人
事
で
あ

る
も
の
、
一
ヶ
月
露
も
判
ら
す
に
い
る
筈
は
な
い
廻
り
廻
つ
て
宋
る
も
の
こ

　
そ
二
つ
目
の
穴
で
あ
乃
こ
と
を
深
く
認
識
せ
ね
ば
な
ら
ん
。

　
『
曉
に
所
る
』
を
人
事
と
考
へ
る
ま
慧
の
骨
丁
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う

．
、
．
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
日
．
　
　
　
　
　
　
　
【
山
、
賀
生
】
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西
年
四

，
経
濟
九
原
則
に
即
慮
す
る
伽
め
に
も
進
ん
で

イ
ン
フ
セ
ぼ
く
滅
蓮
動
に
協
力
致
し
ま
し
よ
う
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i霧

丸
干
い
●
わ
し

八
円
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九
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五
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ズ
、
8

墨
、
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九
、
五
〇

九
、
五
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一
等
上
百
匁

　
　
　
三
〇
円
吾

煮
干
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わ
し
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小
羽

塩
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い
わ
し
　
〃

み
が
き
に
し
ん
〃

す
る
め
い
か
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三
す
る
め
　
，

．
塩
藏
い
か
　
　
〃

塩
藏
開
た
ら

百
匁

塩
藏
さ
ぱ
（
開
無
頭
）

　
　
　
　
　
　
一
〃

塩
藏
さ
ん
ま

冷
凍
く
じ
ら
正
肉

　
　
　
　
　
　
〃

四
七
，
、
8

芙
、
君

里
、
8

塔
、
8

二
〇
、
き

二
R
8

〃
（
九
）
爵
，
吾

　
　
　
三
三
、
五
〇

譲
く
じ
ら
正
翻
身

焼
竹
輪
・
　
百
匁

あ
げ
か
ま
ぼ
こ
、
〃

む
し
か
ま
ぼ
こ
〃

削
節
北
海
道
産
～
パ

長
折
こ
ん
ぷ
　
L

ま
こ
ん
ぷ
　
　
，

刻
す
る
め
『
　
〃

刻
》
｝
ん
ぷ
、
、
』
〃

刻
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る
め
佃
煮
〃

ご
ん
ぷ
佃
煮
　
〃

　
主
　
食

精
米
　
一
キ
・

小
屡
粉
　
〃

　
押
婆
　
　
〃

　
小
豆
　
　
〃

大
豆
、
　
〃

馬
鈴
薯
　
一
．
〆
匁

　
　
　
　
　
　
や

　
さ
つ
ま
い
も
〃
甲
．
．

ミ
ミ
ミ
ミ
ぎ
し
ミ
ご

、
調
・
味
　
料

み
そ
　
　
百
匁

醤
油
・
　
　
幽
合
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造
酢
　
　
〃

一
合
成
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”

ソ
ー
ス
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・

ゴ
マ
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〃
、
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二
8
9

　
　
　
ン
き

菓
　
子

嶢
菓
子
又
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菓
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正
味
百
匁

キ
．
ヤ
ラ
ノ
ル
　
十
匁

ド
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ツ
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、
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百
匁

飴
玉
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0
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8
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る
義
務
を
も
つ
て
居
り
ま
し
て
、
こ
の
白
沿
体
け
い
察
と
國
家
地
方
サ

　
　
　
、
い
察
の
独
立
性
を
明
ち
か
に
す
る
た
め
に
、
肩
治
体
け
い
察
の
制
服
は

　
　
　
國
家
地
方
け
い
察
の
制
服
と
明
確
臆
歴
別
さ
れ
そ
の
経
費
は
当
該
市
町

　
　
　
村
の
負
婚
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
二
、
自
治
体
け
炉
さ
つ
の
内
容
】

　
　
　
市
町
村
警
察
は
そ
の
癌
域
内
で
　
H
公
共
の
秩
序
の
維
持
　
⇔
生
命
及

　
　
　
び
財
産
の
保
護
　
日
犯
罪
の
予
防
及
ぴ
鎮
歴
　
⑳
犯
罪
の
捜
査
及
ぴ
被

　
　
　
疑
者
の
逮
捕
　
⑳
交
通
の
取
締
■
㈲
逮
捕
欺
・
こ
う
留
歌
の
執
行
そ
の
、

　
　
　
他
裁
判
所
、
　
裁
到
官
又
は
検
察
官
の
命
す
る
義
務
で
、
法
律
を
以
て
．

　
　
　
定
め
る
も
の
等
す
べ
て
σ
弊
察
砂
職
務
を
行
ふ
の
で
自
治
体
鞠
召
察
を
管
．

　
　
　
肇
、
、
こ
の
委
員
会
が
警
察
当
局
警
察
の
責
任
者
乏
な
る
の
で
す
。

　
　
　
就
』
準
、
・
・
ど
襲
奈
の
位
置
、
名
樗
及
び
管
轄
隔
域
及
ぴ
組
織
は
市
町
村

　
　
　
公
蛍
委
員
会
の
意
見
を
と
つ
て
、
市
町
村
條
例
で
定
め
ら
れ
警
察
署
が

　
　
　
塩
に
は
馨
察
の
た
め
の
部
課
は
な
い
の
で
す
。

　
　
　
良
治
体
餐
察
の
署
員
を
警
察
吏
員
と
言
い
國
家
地
方
警
察
の
け
い
さ
つ
・

　
　
　
官
に
相
當
す
る
け
い
さ
つ
執
行
権
を
も
つ
職
員
で
階
級
は
、
け
い
さ
つ

　
　
　
、
長
の
外
巡
査
、
巡
査
部
長
、
け
い
部
補
，
け
い
部
及
ぴ
妙
い
覗
と
し
、

　
　
　
　
大
都
市
で
は
実
情
に
慮
O
て
、
け
い
覗
の
上
に
大
け
い
覗
、
或
は
副
け

　
　
　
　
い
さ
つ
長
と
言
う
よ
う
な
特
別
の
階
級
を
設
け
る
こ
と
が
で
・
さ
、
る
こ
と

　
　
　
　
に
な
つ
て
居
り
、
こ
の
吏
員
の
定
数
は
法
律
の
定
め
る
基
準
に
從
つ
て

　
　
　
　
地
方
的
要
求
に
慮
じ
て
そ
σ
市
町
付
が
條
例
で
こ
れ
を
決
定
す
る
の
で

　
　
　
　
あ
り
ま
す
が
そ
の
総
藪
は
九
万
五
千
入
迄
で
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
甫
町
村
け
い
墨
つ
長
と
は
一
つ
の
階
級
で
あ
か
ま
す
が
け
い
さ
つ
署
が

　
　
　
　
一
つ
の
と
き
は
原
則
ど
む
て
こ
の
け
い
さ
つ
長
が
け
い
さ
つ
署
長
を
兼

　
　
　
　
ね
る
こ
と
に
な
り
、
署
長
は
け
い
部
補
以
上
の
け
い
さ
つ
吏
員
が
な
る

　
　
　
　
⑳
で
あ
う
ま
す
ρ

　
　
　
　
こ
の
け
い
き
つ
長
獄
市
町
村
け
い
さ
つ
の
臼
常
事
務
の
責
任
者
で
あ
り

　
　
　
　
、
市
町
村
公
安
委
員
会
は
こ
の
け
い
一
さ
つ
長
を
指
揮
監
習
し
て
け
い
さ
つ

　
　
　
　
を
管
理
し
、
こ
藍
を
任
命
し
，
叉
糠
倒
で
規
定
さ
れ
た
事
由
菰
ぱ
り
罷

　
　
二
つ
の
と
＆
8
村
警
奪
と
言
う
名
翼
こ
の
器
外
に
寝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

頁
号3

㌦2第聞新舘民公代松
、
響
る
も
の
幕
町
嚢
の
羅
の
下
に
ぎ
る
碍
村
婁
委
員
會

4

免
す
る
事
が
出
来
る
の
で
そ
の
他
の
け
い
さ
つ
職
員
は
、
公
安
委
員
会
の
定

　
め
る
基
準
に
よ
り
け
い
さ
つ
長
が
任
免
す
る
の
で
あ
つ
て
、
ご
れ
は
公
安
委

員
会
が
全
職
員
の
任
免
権
を
も
つ
と
頭
が
四
人
出
未
た
よ
う
に
な
り
、

從
つ
て
け
い
さ
つ
長
の
威
令
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
つ
て
、
．
け
い
さ
つ
の

　
一
体
性
が
破
壊
さ
れ
、
け
い
き
つ
が
政
党
政
派
や
ボ
ス
勢
力
の
喰
い
も
の
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
予
防
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
三
、
．
公
妄
委
員
会
の
設
置
】

け
い
さ
つ
の
管
理
を
独
任
制
の
機
關
に
委
ね
す
、
数
人
の
蚕
員
か
ら
な
る
公

　
安
委
員
会
が
行
う
事
に
な
つ
た
の
は
要
す
畜
に
け
い
さ
つ
の
よ
う
な
槽
力
行

・
政
が
独
任
性
の
長
官
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
ウ
．
て
そ
の
運
螢
が
専
横

　
に
な
つ
た
り
叉
、
槽
力
者
の
支
配
に
握
ち
轟
て
野
心
達
成
の
道
具
と
し
て
利

　
用
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
の
こ
ε
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
市
町
村
長
冷
知
事

　
、
線
理
大
臣
は
輩
に
各
け
い
さ
つ
を
所
か
つ
す
る
だ
け
で
あ
つ
て
指
揮
命
令

　
す
る
事
が
出
末
な
い
の
で
す
。

　
所
か
つ
と
は
中
央
政
府
に
つ
い
て
い
う
と
綿
理
大
臣
が
國
家
公
安
委
員
会
の

　
事
務
に
つ
い
て
主
務
大
臣
と
し
て
法
令
や
予
膝
な
ど
k
つ
炉
て
閣
議
に
お
い

　
て
代
表
者
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
他
具
体
的
な
椛
限
は
法
律
で
規
定
さ
れ
た

　
事
項
に
限
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
口
い
寄
つ
を
人
民
の
機
關
ご
す
る
た
め
に
警
察
を
管
理
す
る
公
安
委
員
に
は

　
全
然
官
僚
臭
の
な
い
純
す
い
の
民
間
人
を
任
命
・
し
た
の
で
φ
つ
て
、
從
つ
で

　
政
府
又
は
地
方
公
共
團
体
か
ち
俸
給
、
給
料
を
受
け
て
居
る
い
わ
ゆ
る
職
業

　
的
公
務
員
は
委
員
に
な
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
國
家
公
安
委
員
会
の
委
員
敦
に
五
人
、
任
期
は
五
年
で
内
閣
組
理
大
臣
が
両

．
、
議
院
の
同
意
を
経
て
任
命
も
、
槍
事
総
長
0
俸
給
に
準
す
る
報
酬
を
受
け
常

　
時
動
務
を
す
．
る
の
で
あ
り
ま
す
。

名
刺
じ
ん
速
に
調
製
致
し
ま
す

上
質
名
勅
（
ケ
ン
ト
）
紙
入
荷
迅
連
に
調
製
致
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
印
刷

所

都
道
府
縣
及
び
市
町
村
公
安
委
員
会
の
委
員
敷
は
三
人
、
任
期
は
三
年
で

知
事
又
は
市
町
村
長
が
都
道
府
縣
会
又
は
、
市
町
村
会
の
同
意
琶
纒
で
任
命
、

す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
委
員
は
実
際
の
け
い
さ
つ
の

蓮
管
に
責
任
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
て
、
徒
つ
て
若
し
こ
れ
を
常
時
勤
務
と

す
れ
ぱ
け
い
さ
つ
長
と
合
せ
て
、
，
け
い
さ
つ
の
執
行
責
任
者
が
四
人
と
な
つ

て
統
制
が
困
難
に
な
り
、
け
い
さ
つ
の
よ
う
に
そ
の
行
政
に
統
制
と
規
律
の

特
に
奪
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
成
績
が
上
ら
な
い
し
、

叉
一
方
こ
の
よ
う
に
常
時
勤
務
を
を
要
求
す
そ
と
眞
忙
一
般
市
民
か
ら
奪
敬

■
き
れ
且
つ
て
言
頼
さ
れ
る
人
物
を
、
い
員
に
得
る
事
も
困
難
で
あ
る
の
で
こ

れ
ら
委
員
の
服
務
は
幽
般
職
の
國
家
公
務
員
じ
準
す
る
が
次
の
二
つ
の
例
外

、
を
認
め
も
れ
て
居
ま
す
。

一
づ
鳳
委
員
は
他
の
ど
ん
な
事
業
を
行
う
の
も
自
由
で
あ
る
事
二
、
つ
は
冨

い
員
の
勤
務
、
即
ち
週
に
何
回
何
塵
に
会
合
す
る
と
か
、
か
員
会
の
蓮
替
は

ぎ
う
す
る
と
が
い
つ
た
こ
と
は
そ
の
い
員
会
で
定
め
る
ま
う
肥
な
づ
て
居
b

從
つ
で
、
．
い
員
は
名
器
戦
的
な
為
の
と
考
え
ら
れ
、
給
料
で
は
な
く
報
酬
が

支
給
さ
れ
職
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
費
用
の
辮
償
を
受
け
る
こ
乏
に
な
っ

て
居
り
ま
す

参
考
胞
に
新
瀞
縣
公
安
い
員
を
御
招
介
致
致
し
ま
す
。
．

　
一
斗
中
頸
城
郡
明
治
村
　
　
布
施
　

元

　
二
、
南
魚
沼
都
上
田
村
雲
洞
　
　
　
　
　
新
　
　
井
　
　
石
　
　
龍

　
三
、
新
潟
市
學
校
町
三
番
町
　
　
　
　
　
酉
　
　
村
　
　
一
．
一
　
郎

　
　
以
上
三
氏
で
あ
り
ま
す
、

優
良
種
牡
牛
君
縣
よ
り
來
村

　
　
　
O
松
代
人
工
授
精
所
開
所
な
ろ

多
年
の
懸
案
と
要
望
で
あ
つ
た
牛
に
封
す
る
人
工
授
精
所
設
置
は
そ
の

後
各
方
面
の
理
解
あ
る
癒
援
を
得
て
、
順
調
に
蓮
ぴ
縣
よ
り
種
牡
牛
時

債
二
十
七
万
円
と
云
う
を
か
り
受
妙
本
月
十
八
甘
開
所
式
は
畢
行
せ
ら
』

れ
た
。
そ
れ
よ
り
先
十
七
日
小
野
島
獣
馨
、
高
橋
牧
夫
と
共
に
試
験
し

忙
結
果
自
信
を
得
る
に
至
つ
た
の
で
開
所
以
來
は
各
位
の
御
期
待
に
添

乏
得
ら
れ
る
と
張
切
つ
て
ゐ
る
。

草
深
い
山
村
農
家
、
今
後
の
経
管
は
一
つ
に
ら
く
農
に
ま
つ
所
も
多
い

こ
と
は
判
り
切
つ
て
ゐ
な
が
ら
も
、
日
々
の
仕
事
に
追
は
れ
牛
の
姓
娠

適
期
を
失
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
つ
た
が
今
後
は
居
乍
ら
に
し
て
、

而
も
適
期
も
失
は
す
優
良
牛
を
得
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
正
に
一
・
石
二
鳥

王
云
う
施
設
で
あ
惹
事
は
農
家
の
一
大
福
晋
で
あ
る
は
勿
論
農
家
建
設

の
爲
ま
こ
と
に
悦
ぶ
べ
き
で
あ
る

、


